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◇ 事業目的 ◇

国際理解教育の推進について

❏「世界に向けて開かれたまち」を推進するための

人材育成を目的として国際交流事業・教育旅行の

受け入れを行う

・コミュニケーションを通じて異文化理解を促進させ、

若い世代に国際的な感覚を醸成してもらう。

・国際交流事業を通じて、桑名市の魅力や国際的に優れている

部分等を再発見してもらう。



①中国蘭州市からの教育旅行受入れ
令和元年７月９日（火）

◇ 六華苑・七里の渡し跡を見学

◇ 津田学園中学校訪問

➢ 授業見学

➢ 津田学園中学2年生・3年生と交流会

中国蘭州市の天慶実験中学校2年生が訪日研修旅行で桑名市を訪問

生徒（中学２年生）29名、教員４名、現地添乗員１名、通訳１名

【教育旅行受入事業】平成31年度の取組み



六華苑・七里の渡し跡見学の様子

✰七里の渡しや住吉神社では
説明に真剣に耳を傾けている
様子でした。

✰六華苑では見学や写真撮影を
楽しんでいました。



津田学園中学校訪問の様子

✰アクティブラーニング型授業や、
教育ICT機器を活用した授業を見学。

✰英語を交えての発表や、桑名の千羽鶴体験、
けん玉、コマ回し、お手玉などで交流を深めました。



②中国大連市からの教育旅行受入れ
令和２年１月１５日（水）

◇ 長良川河口堰を見学

◇ なばなの里 長島ビール園にて昼食

◇ 津田学園中学校訪問

➢ 学校紹介・発表・記念品交換など

➢ 津田学園中学2年生と交流会

中国大連市の経済技術開発区第七中学校2年生が訪日研修旅行で桑名市を訪問

生徒（中学２年生）124名、教員7名、ツアーリーダー3名、通訳ガイド3名

【教育旅行受入事業】平成31年度の取組み



長良川河口堰見学・昼食の様子



津田学園中学校訪問の様子

✰大連市の中学生から記念品として、
掛け軸をいただきました。

✰津田学園からはお返しに、
桑名の千羽鶴をプレゼント
しました。



津田学園中学校訪問の様子

✰お茶の淹れ方を学んで体験した後は、安永餅を食べながら
談笑したり、折り鶴やけん玉等で交流を深めました。



津田学園中学校訪問の様子

✰帰り際にそれぞれ仲良くなったと友達と
記念撮影している様子

✰短い時間の交流でしたが、帰りには
すっかり打ち解けて、LINEの交換を
したり、抱き合って別れを惜しんだ
りしている様子がみられました。



【国際交流事業】平成31年度の取組み

❏ 英語での絵本の読み聞かせ会

《日時》 令和元年11月16日（土曜日）

午後3時から約30分間

《参加人数》 子ども20名 ・ 大人17名

《読み聞かせの絵本》

・ THE RAINBOW GOBLINS

・ Where the wild things are

・ The Very Hungry Caterpillar



★ 学校交流について

➢ 台湾・中国からの打診が多く来ており、学校と日程調整を行い誘致に取り組む

★ ホームステイ受入れについて

➢ 平成29年度・30年度に受入れ体制の整備を行っている

➢ 令和2年度より隔年で市内公立小学校1・2年生（長子）がいる家庭を対象に

ホームステイ受入の意向確認のアンケートを実施予定。

① 教育旅行受入事業

今後の取組みについて



子どもたちが国際理解を深め、国際感覚を身につけ、さまざまな国の
人たちと交流し、自分たちの意見や考えを発信できること

異なる文化・習慣を理解する学習や交流、体験活動などの国際交流を進め、

相互理解と友好の機会を充実させること

今後の取組みについて

②国際交流事業

留学生と高校生が班に分かれ、市内観光名所等を高校生が英語で案内する。

英語でのツアーガイドを実践式で学ぶことにより、英語を使ってコミュニ

ケーションを取ることになれる機会を提供し、今後、ＭＩＣＥ等で桑名に来

訪する外国人を英語で案内できるような人材を育成する。
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